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長
万
部
町                                      

～
長
万
部
町
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド
～

植
木
蒼
悦
記
念
館

水
墨
画
家
と
し
て
評
価
が
高
く
、
俳
人
と
し
て
も

知
ら
れ
る
植
木
蒼
悦
の
作
品
を
展
示
。
独
特
の
河

童
の
絵
や
、
油
彩
画
、
句
書
な
ど
、
い
ず
れ
も
味
わ

い
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
、
何
度
も
河
童
絵
の
前

に
た
た
ず
む
遠
来
客
も
多
い
。〔
入
場
は
無
料
〕
●

場
所
／
字
長
万
部
４
１
３
番
地
（
セ
ン
タ
ー
通
り
）

●
時
間
／
午
前　

時
～
午
後
６
時
●
◎
休
館
日
／

１０

月
曜
日
、
年
末
年
始
●
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委

員
会
事
務
局
（
℡
0
1
3
7
7
・
2
・
2
7
4
8
）

八
雲
町                                         

第　

回
や
く
も
大
漁
秋
味

２０
ま
つ
り

八
雲
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
『
や
く
も
大
漁
秋
味

ま
つ
り
』。
浜
の
男
の
心
意
気
と
ば
か
り
に
、
サ
ケ

や
水
産
加
工
品
、
八
雲
の
物
産
を
格
安
販
売
概
ま

た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
豪
華
景
品
の
当
た

る
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ご
家
族
・
ご
友
人
ご
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
●
日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時　

分

１０

２５

30

～
午
後
１
時
●
会
場
／
八
雲
漁
港
特
設
会
場 
●
問

い
合
わ
せ
先
／
八
雲
町
漁
業
協
同
組
合
（
℡
0
1

3
7
・
6
2
・
3
1
0
1
）

八
雲
町
熊
石
地
域　
                         

秘
湯
「
熊
の
湯
」

平
田
内
川
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渓
谷
の
岩
場
に
湧

く
天
然
の
露
天
風
呂
。
豪
快
な
渓
谷
美
の
中
で
の

湯
浴
み
は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
満
喫
で

き
ま
す
。
な
お
、
開
設
期
間
は　

月
末
ま
で
で
す
。

１０

●
場
所
／
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘
よ
り
さ
ら
に
４

㎞

山
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
。
男
女
別
更
衣
室
、
駐
車
場

有
り
。
●
利
用
料
／
無
料
●
問
い
合
わ
せ
先
／
八

雲
町
熊
石
総
合
支
所
産
業
課
（
℡
0
1
3
9
8
・

2
・
3
1
1
1
）

今
金
町                                         

～
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
～

奥
美
利
河
温
泉
山
の
家

春
・
夏
と
は
ひ
と
味
違
う
秋
の
奥
美
利
河
温
泉
山

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

health

今月の担当

北檜山区

長谷川久恵で
す

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

～
皆
さ
ん
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？
～

興
こ
の
よ
う
な
方
々
は
要
注
意

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

軽
症
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
持

病
が
あ
る
方
々
の
な
か
に
は
、
治
療
の
経

過
や
管
理
の
状
況
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症
化
す
る
危
険
性

が
高
い
方
が
い
ま
す
。
以
下
の
方
々
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
慢
性
呼
吸
器
疾
患
（
喘
息
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
な
ど
）

○
慢
性
心
疾
患
（
心
不
全
、
狭
心
症
な
ど
）

○
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患

○
腎
機
能
障
害
（
透
析
患
者
な
ど
）

○
免
疫
不
全
状
態
（
自
己
免
疫
疾
患
：
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
バ
セ
ド
ウ
病
な
ど
）

　

そ
の
他
、
妊
婦
・
乳
幼
児
・
高
齢
者
も

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

興
感
染
に
備
え
る
日
常
生
活
を

　

ウ
イ
ル
ス
か
ら
わ
が
身
を
守
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
。
そ
れ
は
、
予

防
対
策
と
抵
抗
力
の
高
い
体
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。
以
下
の
点
に
心
が
け
て
生
活
し

て
く
だ
さ
い
。

臼
手
洗
い
・
う
が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

励
行
す
る

渦
１
日
３
食
を
規
則
正
し
く
食
べ
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
る

嘘
適
度
な
運
動
を
日
常
習
慣
に
し
て
体
力

を
高
め
、
十
分
な
休
養
や
睡
眠
を
と
り
、

翌
日
に
疲
れ
を
残
さ
な
い

唄
仕
事
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消

し
て
、
た
め
な
い
よ
う
に
す
る

欝
繁
華
街
や
、
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る

場
所
へ
行
く
の
を
避
け
る

蔚
喫
煙
者
は
禁
煙
を
心
が
け
、
呼
吸
器
や

粘
膜
の
状
態
を
健
康
に
保
つ

興
お
願
い
し
た
い
マ
ナ
ー

      　

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
習
慣
に

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
中
に
は
多
く
の
ウ
イ

ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
し

な
い
と
、
１
回
の
咳
で
５
万
個
、
１
回
の

く
し
ゃ
み
で　

万
個
の
ウ
イ
ル
ス
が
、
２

10

～
３
メ
ー
ト
ル
飛
び
散
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
は
、
周
囲
の

人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
な
思
い
や
り
と
心

が
け
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け

で
な
く
、
日
々
の
生
活
か
ら
習
慣
づ
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

革
咳
・
く
し
ゃ
み
が
出
た
ら
、
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う

革
マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
、
で
き
れ
ば
１

　

連
日
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
。
皆
さ
ん
も
最
近
は
よ
く
目

に
す
る
こ
と
、
耳
に
す
る
こ
と
が

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

関
心
の
高
い
話
題
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
内
で
は
５
月
に
感
染
が
確
認

さ
れ
て
か
ら
全
国
的
な
広
が
り
を

見
せ
、
８
月
末
よ
り
本
格
的
な
流

行
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
八
雲
保
健
所
管
内
で
は

既
に
発
生
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の

身
近
に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
予
防
・
備
え
は
万
全
で
す
か
？

咳エチケット
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の
家
、
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
露
天
風
呂
に
つ
か
り
、

心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
●
◎
日
帰
り
入
浴
／
大
人
3
0
0
円
、
小
学

生
1
5
0
円
、
幼
児 
無
料
●
宿
泊
／
大
人
5
、
5

5
7
円
～
（
1
泊
2
食
付
）
※ 
冬
期
間
休
業
の
た

め
、　

月
い
っ
ぱ
い
の
営
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

10

お
早
め
に
！
●
問
い
合
わ
せ
・
予
約
申
し
込
み
先

／
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
（
℡
0
1
3
7
・
8
3
・

7
1
1
1
）

せ
た
な
町
北
檜
山
区                  　
   

田
園
の
湯
宿

　
　
　
　

「
ね
と
い
温
泉
」

田
園
に
囲
ま
れ
た
温
泉
宿
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

が
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
●
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
／

特
製
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ヤ
マ
ベ
の
甘
露
煮
、
ニ
ジ

マ
ス
料
理
、
山
菜
料
理
●
料
金
／
泊
（
１
泊
２
食
）

6
、
8
7
0
円
～
、
日
帰
り
入
浴
／
大
人
4
0
0

円
、
小
人
2
0
0
円
●
◎
泉
質
／
食
塩
泉
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
イ
オ
ン
泉
●
効
能
／
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、

慢
性
皮
膚
病
、
婦
人
病
、
冷
え
性
な
ど
●
問
い
合

わ
せ
・
予
約
先
／
ね
と
い
温
泉
（
℡
0
1
3
7
・

8
4
・
5
1
4
1
）

せ
た
な
町
瀬
棚
区                            

公
営
温
泉
浴
場

　
　
　
　

「
や
す
ら
ぎ
館
」

弱
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
冷
え
性
、
神
経
痛
、
火
傷

な
ど
に
効
き
目
が
あ
り
ま
す
。
美
肌
効
果
が
あ
る

成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
●
場
所
／
瀬

棚
区
本
町
（
旧
国
鉄
瀬
棚
駅
跡
地
）
●
営
業
時
間

／
午
前　

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
※
毎
月
第
１
・

１０

３
月
曜
日
定
休
◎
入
浴
料
／
大
人
３
５
０
円
、
中

人
１
４
０
円
、
小
人
７
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／

や
す
ら
ぎ
館
（
℡
0
1
3
7
・
8
7
・
3
8
4
1
）

せ
た
な
町
大
成
区                            

秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

静
か
で
情
緒
あ
ふ
れ
る
「
湯
の
里
」
と
し
て
評
判

の
こ
の
温
泉
。
今
の
時
期
、
露
天
風
呂
か
ら
見
る

紅
葉
が
絶
景
で
す
。
冬
期
間
ま
で
期
間
限
定
、
１

１
月
末
ま
で
入
浴
Ｏ
Ｋ
で
す
。
●
場
所
／
せ
た
な

町
大
成
区
宮
野
（
国
道
沿
に
看
板
あ
り
）
●
入
浴

料
／
無
料
（
お
心
の
あ
る
方
に
清
掃
協
力
金
と
し

て
1
0
0
円
頂
い
て
い
ま
す
。
）
●
問
い
合
わ
せ
先

／
せ
た
な
町
大
成
総
合
支
所
産
業
建
設
課
商
工
労

働
観
光
係
（
℡
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1
）

症
の
早
期
の
症
状
と
し
て
、
保
護
者
を
は

じ
め
一
般
の
方
に
注
意
し
て
ほ
し
い
点
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
医

療
機
関
（
小
児
科
が
望
ま
し
い
）
を
受
診

す
る
こ
と
。

　

煙
「
呼
び
か
け
に
答
え
な
い
」
な
ど
意

識
レ
ベ
ル
の
低
下
が
み
ら
れ
る

　

煙
持
続
性
の
痙
攣
お
よ
び
痙
攣
後
の
意

識
障
害
が
続
く

　

煙
意
味
不
明
の
言
動
が
み
ら
れ
る

欝
強
い
解
熱
剤
（
ボ
ル
タ
レ
ン
な
ど
）
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
予
後
を
悪
化
さ

せ
る
の
で
、
必
ず
解
熱
剤
は
か
か
り
つ
け

の
医
師
に
相
談
し
て
用
い
る
こ
と
。

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

革
鼻
汁
・
咳
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
す
ぐ
に
ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

興
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と

思
っ
た
ら
…

　

現
在
は
、
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
症
状

が
疑
わ
れ
る
方
は
、
国
保
病
院
・
各
診
療

所
に
事
前
に
連
絡
を
し
た
上
で
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
指
示
に
従
い
な
が
ら
受
診
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

興
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

　

現
在
の
流
行
に
お
い
て
小
児
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
脳
症
が
発
生
し
て
お
り
、
中
に

は
重
症
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴
う
発
熱
後
、

急
速
に
神
経
障
害
・
意
識
障
害
な
ど
の
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

今
後
、
罹
患
年
齢
層
の
低
下
に
伴
い
、

幼
児
を
中
心
と
し
た
小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
脳
症
の
増
加
や
、
重
症
肺
炎
の
国
内

発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
以

下
の
５
点
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

臼
今
回
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
伴
う

脳
症
重
症
例
が
発
生
し
た
こ
と
。

渦
夏
季
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内

や
米
国
な
ど
の
北
半
球
に
お
い
て
、
小
児

の
脳
症
例
の
報
告
が
続
い
て
い
る
こ
と
。

嘘
今
後
、
秋
・
冬
の
感
染
拡
大
の
中
、
幼

児
を
中
心
と
し
た
小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
脳
症
の
発
症
数
の
増
加
が
危
ぶ
ま
れ
る

こ
と
。

唄
以
下
の
症
状
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

最
後
に
…

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
皆
さ
ん
の

日
々
の
生
活
や
備
え
に
よ
っ
て
、
自
身

の
感
染
や
感
染
の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
正
し
い
知
識
と

「
感
染
は
自
分
が
止
め
る
」
と
い
う
心
が

け
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　うがい薬を使うと
　より効果的です。

帰宅時など外から室内に入ったとき、食事の前、
動物に触れたあとなどはもちろん、気づいたと
きに手を洗うようにしましょう。

もう一度口に水を含み、
顔を上に向けて、のど
の奥までしっかりとガ
ラガラうがいをします
（３回以上）

流水で十分にすすぎ
ます。

手首（半袖ならひじ
まで）も忘れずに
(左右５回ずつ）

爪・指先（左右５回
ずつ）爪ブラシがあ
れば使います。

親指のまわりは包み
込むように
（左右5回ずつ）

指のあいだ
（左右５回ずつ）

手の平と甲を洗いま
す（左右５回ずつ）

手洗い石けんをつ
け、よく泡立てます

手を水で濡らします

いったん水を吐き出し
ます

口の中の汚れを取るよ
うに、ブクブクうがい
をします

清潔なタオルやペー
パータオルなどで手
をふきます。

手洗い うがい

享亨魚

禦漁鋸

虚

距

許

虚

許 距

手洗い後、アルコール製剤を併用すると、より効果があります

紙爪は短く切っておきましょう
紙時計や指輪を外しておきましょう
紙手をふくタオルなどは必ず清潔なものを使いましょう
紙水道の蛇口も清潔に保ちましょう


